予算要求資料
平成27年度当初予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：スポーツ振興対策費　　　
	事業名　新プロスポーツ等対応改修事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　清流の国推進部　スポーツ推進課　施設管理係　電話番号：058-272-1111（内2947）

E-mail：c11172@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　447,586千円（前年度予算額：　0千円）

＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	447,586
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	447,586

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
長良川競技場について、Ｊ１ライセンスの施設基準に適合していない設備について改修する。

また、プロスポーツの試合開催、国際大会の誘致及び外国トップアスリートの合宿誘致に向けて、施設の適正な維持管理、利用者の利便向上のため必要な設備の改修を行う。

（２）事業内容
         ア：改修工事 416,145千円
　　　　　　　観客席設置工事  　　　　343,970千円
　　　　　　　男女便所改修工事　　　　 44,496千円

　　　　　　　男女更衣室改修工事　      8,792千円

　　　　　　　審判更衣室改修工事　      4,046千円

　　　　　　　案内ボックス改修工事　    1,102千円

　　　　　　　スポーツターフ圃場工事 　11,027千円

　　　　　　　陸上トラック補修　　　　  1,342千円

　　　　　　　サイン表示改修工事　      1,370千円

　　　　イ：委託業務 31,441千円
　　　　　実施設計業務　　 　　　　20,196千円
設計監理業務　            5,681千円
　　　　サイン表示調査設計業務    5,564千円
（３）県負担・補助率の考え方

　　  県10／10（県有施設の整備であるため）　
（４）類似事業の有無
　　　無

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	工事請負費
	416,145
	観客席設置、更衣室、審判更衣室、トイレ改修等

	委託料
	31,441
	設計委託、監理委託、サイン表示

	合計
	447,586
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）国・他県の状況

　　　岐阜市が、ＦＣ岐阜のＪ１ライセンスの施設要件であるクラブハウスを建設する方針を表明。
　　　現Ｊ２リーグに所属中、Ｊ１ライセンスを取得していないのは、岐阜、水戸(ケーズデンキスタジアム水戸改修中)、北九州(北九州スタジアム建設中)の３チームのみである。

事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　長良川競技場の施設・設備は、建築から約２５年が経過しており、競技ルールの改正や国際基準の施設基準に適合しない状況にある。また、この施設は、サッカーＪ２リーグに所属するＦＣ岐阜がホームスタジアムとして利用しており、Ｊ１ライセンス基準に適合していないことから、ライセンスの締め切りである平成２８年２月までに基準に適合させる。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％


○指標を設定することができない場合の理由
	改修は、施設基準に適合することを目的としており、指標を設定する性質のものではない。


（前年度の取組）

	


（前年度の成果）

	　　


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	・ＦＣ岐阜が次シーズンに６位以内に入ったとしても、Ｊ１ライセンスが無ければプレーオフに参加する資格も無いため、要件の一つである施設基準を適合させなければならない。
・平成２７年度世界陸上北京大会に向けて外国チームの合宿誘致を行っており、陸上競技場の設備を国際的に一般的な設備に改修しなければならない。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
Ｊリーグの施設基準は、年々改正されており、Ｊ１ライセンスを維持し続けるには、改正に合わせた改修が必要である。


（次年度の方向性）
	・Ｊリーグの施設基準の改正の情報を収集し、必要があれば改修計画を策定する。
・２０２０東京オリンピックに向け、平成２７年度の世界陸上北京大会の外国チームの誘致活動（視察）や利用時の意見を調査し、改修の要否、必要があれば改修計画を策定する。


